
 

別表第四 南極史跡記念物（第八条関係） 
 

番号  名       称  位      置  

一  千九百六十五年に第一回アルゼンチ
ン内陸極点探検隊により地理学的南

極点に立てられた旗竿 

南緯九十度 

二  千九百六十年に死亡した福島紳を記
念して昭和基地に建てられた石塚と

銘板  

南緯六十九度東経三十九度

三十五分 

三  千九百三十年にダグラス・モーソン
によりエンダビー・ランドのプロク

ラメーション島に建てられた石塚と

銘板  

南緯六十五度五十一分東経

五十三度四十一分 

四  千九百五十八年のソヴィエト南極探
検隊による到達不能極征服を記念し

た銘板と共にＶ．Ｉ．レーニンの胸

像が取り付けられている基地の建物 

南緯八十二度六分四十二秒

東経五十五度一分五十七秒 

五  千九百三十一年にダグラス・モーソ
ンによりマックロバートソン・ラン

ドのブルース岬に建てられた石塚と

銘板  

南緯六十七度二十五分東経

六十度四十七分 

六  千九百三十九年にヒューバート・ウ
ィルキンズによりプリンセス・エリ

ザベス・ランドのヴェストフォール

丘陵のウォークアバウト岩に建てら

れた石塚 

南緯六十八度二十二分東経

七十八度三十三分 

七  千九百五十六年に死亡したイワン・
カルマを記念してブロムスキー島に

建てられた銘板のはめ込まれた石 

南緯六十六度三十二分四秒

東経九十二度五十九分五十

七秒  

八  ミールヌイ観測所から二キロメート
ル地点にあるミールヌイ―フォスト
ク・ルートに置かれたそりに設置さ

れた、任務遂行中に死亡したアナト

リー・シチェグロフを記念する銘板

がついた金属製の記念碑 

南緯六十六度三十四分四十

三秒東経九十二度五十八分

二十三秒 

九  任務遂行中に死亡したソヴィエト南 南緯六十六度三十二分四秒



 

極探検隊のソヴィエト、チェコスロ

バキア、ドイツ民主共和国及びスイ

ス市民が埋葬されているミールヌイ

観測所近くのブロムスキー島にある

墓地  

東経九十三度 

十  千九百五十六年のオアシス基地の開
設を記念する銘板がついた、バンガ

ー丘陵のドブロウォルスキー基地の

地磁気観測所 

南緯六十六度十六分三十秒

東経百度四十五分三秒 

十一  千九百五十七年のボストーク基地の
開設を記念する銘板がついた、地球

の地磁気極への最初の横断に関わっ

た重トラクター 

南緯七十八度二十七分四十

八秒東経百六度五十分六秒 

十二  削除    

十三  削除    

十四  千九百十二年に英国南極探検隊のビ
クター・キャンベルの北方隊により

テラ・ノヴァ湾のイニクスプレッシ

ブル島に作られた氷穴の跡 

南緯七十四度五十四分東経

百六十三度四十三分 

十五  千九百八年にアーネスト・シャクル
トンによりロス島のロイズ岬に建て

られた小屋（千九百六十一年に修復

されたもの） 

南緯七十七度三十三分東経

百六十六度十分 

十六  千九百十一年にロバート・ファルコ
ン・スコットによりロス島のエヴァ

ンス岬に建てられた小屋（千九百六

十一年に修復されたもの） 

南緯七十七度三十八分東経

百六十六度二十四分 

十七  千九百十六年に死亡したアーネス
ト・シャクルトンの南極横断探検隊

の隊員三名を記念してロス島のエヴ

ァンス岬のウインド・ヴェイン丘に

建てられた十字架 

南緯七十七度三十八分東経

百六十六度二十四分 

十八  千九百二年にロバート・ファルコ
ン・スコットによりロス島のハット

岬に建てられた小屋（千九百六十四

年に一部修復されたもの） 

南緯七十七度五十分東経百

六十六度三十七分 



 

十九  千九百四年にジョージ・ヴァンスを
記念して英国南極探検隊によりロス

島のハット岬に建てられた十字架 

南緯七十七度五十分東経百

六十六度三十七分 

二十  千九百十三年にロバート・ファルコ
ン・スコット隊を記念して英国南極

探検隊によりロス島のオブザーベー

ション丘に建てられた十字架 

南緯七十七度五十一分東経

百六十六度四十一分 

二十一 千九百十一年にロバート・ファルコ
ン・スコット隊のエドワード・ウィ

ルソン支隊によりロス島のクロージ

ア岬に建てられた石の小屋 

南緯七十七度三十一分東経

百六十九度二十二分 

二十二 千八百九十九年にＣ．Ｅ．ボルヒグ
レヴィンク率いる「南十字星」探検

隊によりアデア岬に建てられた小屋 

南緯七十一度十八分東経百

七十度十二分 

二十三 アデア岬にあるニコライ・ハンソン
の墓  

南緯七十一度十七分東経百

七十度十三分 

二十四 千九百十二年にロアール・アムンセ
ンによりクイーン・モード山脈のベ

ティ山に建てられた石塚 

南緯八十五度十一分西経百

六十三度四十五分 

二十五 削除    

二十六 千九百五十一年に建てられたマルグ
リット湾のデブナム諸島のバリー島

にあるアルゼンチン基地「ヘネラ

ル・サン・マルティン」の放棄され

た施設並びに十字架、旗柱及び一本

石柱  

南緯六十八度八分西経六十

七度八分 

二十七 千九百九年にＪ．Ｂ．シャルコー率
いる第二回フランス探検隊によりペ

ーターマン島のメガレストリス丘に

建てられた銘板がついた石塚（千九

百五十八年に修復されたもの） 

南緯六十五度十分西経六十

四度九分 

二十八 千九百四年に「ル・フランセ」号で
越冬したＪ．Ｂ．シャルコー率いる

第一回フランス探検隊の隊員名を刻

んだブース島のシャルコー泊地にあ

る木柱と銘板がついた石塚 

南緯六十五度三分西経六十

四度一分 



 

二十九 千九百四十二年にアルゼンチンによ
りメルキヨール諸島のラムダ島に建

てられた灯台 

南緯六十四度十八分西経六

十二度五十九分 

三十  千九百五十年にパラダイス泊地のチ
リの「ガブリエル・ゴンザレス・ヴ

ィデラ」基地の近くに建てられた避

難所  

南緯六十四度四十九分西経

六十二度五十一分 

三十一 削除    

三十二 千九百四十七年にグリニッジ島のア
ルツロ・プラット基地の近くに建て

られたチリの南極水路測量の基準点

を示すコンクリートの一本柱 

南緯六十二度二十八分西経

五十九度四十分 

三十三 千九百六十年に死亡したゴンサレ
ス・パチェコを記念して名付けられ

たグリニッジ島のアルツロ・プラッ

ト基地の近くの避難所及び額板のつ

いた十字架 

南緯六十二度二十九分西経

五十九度四十分 

三十四 千九百四十七年にグリニッジ島のア
ルツロ・プラット基地に建てられた

アルツロ・プラットの胸像 

南緯六十二度五十分西経五

十九度四十一分 

三十五 千九百四十七年にグリニッジ島のア
ルツロ・プラット基地に建てられた

木製の十字架と処女カルメンの像 

南緯六十二度二十九分西経

五十九度四十分 

三十六 千八百七十四年にエドアルト・ダル
マンによりキング・ジョージ島のポ

ッター入江に建てられた金属製の銘

板の複製 

南緯六十二度十四分西経五

十八度三十九分 

三十七 千九百四十八年にベルナルド・オヒ
ギンス基地の前に建てられたベルナ

ルド・オヒギンス総司令官の胸像、

同年二月十八日にチリ共和国ガブリ

エル・ゴンザレス・ヒデラ大統領に

より開設された旧ベルナルド・オヒ

ギンス南極基地、千九百五十七年八

月十二日に南極大陸で死亡したオス

カー・イノストローザ・コントレラ

ス中尉及びセルジオ・ポンス・テレ

南緯六十三度十九分西経五

十七度五十四分 



 

アルバ中尉を追悼した銘板及びベル

ナルド・オヒギンス基地の周辺にあ

るバージン・デル・カルメン洞窟 

三十八 千九百二年にオットー・ノルデンシ
ョルド率いるスウェーデン南極探検

隊の本隊によりスノーヒル島に建て

られた小屋 

南緯六十四度二十二分西経

五十六度五十九分 

三十九 千九百三年にスウェーデン南極探検
隊によりホープ湾に建てられた石の

小屋  

南緯六十三度二十四分西経

五十六度五十九分 

四十  千九百五十五年にアルゼンチンによ
り建てられた「エスペランサ」基地

にあるサン・マルティンの胸像、処

女ルーファンの像のある小洞窟及び

旗柱並びにこの地域で死亡したアル

ゼンチン探検隊員を記念する石碑の

ある墓地 

南緯六十三度二十四分西経

五十六度五十九分 

四十一 千九百三年にＣ．Ａ．ラルセンによ
りポーレット島に建てられた石の小

屋、石塚及び探検隊員の墓 

南緯六十三度三十四分西経

五十五度四十五分 

四十二 サウス・オークニー諸島のローリー
島のスコシア湾内の地域にある千九

百三年にＷ．Ｓ．ブルース率いるス

コットランド探検隊により建てられ

た石の小屋、千九百五年に建てられ

たアルゼンチンの気象及び磁気観測

所並びに千九百三年から十二個の墓

のある墓地 

南緯六十度四十六分西経四

十四度四十分 

四十三 千九百五十五年にフィルヒナー棚氷
のピエドラブエナ湾のアルゼンチン

基地の北東千三百メートルの地点に

建てられ、千九百七十九年にコンフ

ィン海岸にあるアルゼンチン基地に

移された十字架 

南緯七十七度五十二分西経

三十四度三十七分 

四十四 千九百八十二年にプリンセス・アス
トリ海岸に上陸した第一次インド南

極観測隊を記念してダクシン・カン

南緯七十度四十五分東経十

一度三十八分 



 

ゴトリ基地に建てられた同隊隊員の

氏名の一覧を記した銘板 

四十五 ブラバン島に上陸したアドリアン・
ジェルラーシ率いるベルギー南極探

検隊を記念してメチニコフ岬の高度

七十メートルの地点にあるモレーン

頂上に建てられた銘板 

南緯六十四度二分西経六十

二度三十四分 

四十六 千九百五十年に第三次フランス南極
探検隊によりテール・アデリーに建

てられ火災で部分的に破壊されたポ

ール・マルタン基地の全ての建物及

び設備  

南緯六十六度四十九分東経

百四十一度二十四分 

四十七 千九百五十二年にマリオ・マレー率
いる七名が越冬したテール・アデリ

ーのペトレル島のマレー基地にある

木造の建物 

南緯六十六度四十分東経百

四十度一分 

四十八 千九百五十九年に行方不明になった
気象研究員アンドレ・プリュドーム

を記念してペトレル島の北東部の岬

に建てられた十字架 

南緯六十六度四十分東経百

四十度一分 

四十九 千九百五十九年に第一次ポーランド
南極探検隊によりバンガー丘陵のド

ブロウォルスキー基地に重力加速度

の測定のために建てられたコンクリ

ートの柱 

南緯六十六度十六分東経百

度四十五分 

五十  千九百七十六年に「プロフェツソ
ン・シードレツキー」号及び「タザ

ール」号に乗船していた第一次ポー

ランド南極海洋観測隊の上陸を記念

してファイルズ半島にあるチリ基地

の南西にある崖に建てられた真鍮の

銘板  

南緯六十二度十二分西経五

十九度一分 

五十一 千九百七十九年に死亡したウラジー
ミル・プチャルスキーを記念してア

ドミラルティ湾のアルツトウスキー

基地の南にある丘に建てられた鉄製

の十字架のついた墓 

南緯六十二度十三分西経五

十八度二十八分 



 

五十二 千九百八十五年に開設された中国の
長城基地を記念してキング・ジョー

ジ島のファイルズ半島に建てられた

一本石柱 

南緯六十二度十三分西経五

十八度五十八分 

五十三 千九百十六年の英国船「エンデュア
ランス」号の遭難者のチリ海軍船に

よる救助を記念してエレファント島

に建てられた一本石柱、銘板及びル

イス・アルベルト・パルド船長の胸

像  

南緯六十一度三分西経五十

四度五十分 

五十四 千九百六十五年にロス島のマクマー
ド基地に建てられたリチャード・

Ｅ・バードの極地における功績を記

した青銅製の胸像 

南緯七十七度五十一分東経

百六十六度四十分 

五十五 米国の軍南極探検隊及びロンネ南極
調査探検隊によりストニントン島に

建てられたイースト基地の建物及び

工作物  

南緯六十八度十一分西経六

十七度  

五十六 南極半島ダンコ海岸にあるチリの
「ガブリエル・ゴンサレス・ヴィデ

ラ」基地の近くにあるウォーターボ

ート岬小屋の遺構及びその周辺の工

作物  

南緯六十四度四十九分西経

六十二度五十一分 

五十七 南極半島地域を探検したアンドル
ー・マクファーレンを記念してグリ

ニッジ島のマクファーレン海峡のヤ

ンキー湾に建てられた銘板 

南緯六十二度三十二分西経

五十九度四十五分 

五十八 削除    

五十九 千八百十九年に沈没した「サン・テ
ルモ」号の乗組員を記念してリヴィ

ングストン島のシレフ岬のハーフ・

ムーン浜に建てられた石塚 

南緯六十二度二十八分西経

六十度四十六分 

六十  一 千九百三年にアルゼンチンのコ
ルベット艦「ウルグアイ」号がス

ウェーデン南極探検隊を救助した

記念としてジェームズ・ロス諸島

のシーモー島海岸南部のペンギン

南緯六十四度十六分西経五

十六度三十九分 



 

ズ湾に建てられた銘板と石塚 

二 千九百二年にスウェーデン南極

探検隊によりジェームズ・ロス諸

島のシーモー島海岸南部のペンギ

ンズ湾に建てられた木柱と石塚 

南緯六十四度十七分四十

七・二秒西経五十六度四十一

分三十・七秒 

六十一 グーディエ島のロックロイ港にある
タバリン作戦と科学研究のための基

地として建てられたＡ基地 

南緯六十四度四十九分西経

六十三度二十九分 

六十二 アルゼンチン諸島のウィンター島に
ある初期の英国科学基地として建て

られたＦ基地 

南緯六十五度十五分西経六

十四度十六分 

六十三 西グレアム・ランドのマルグリット
湾内のホースシュー島にあるＹ基地 

南緯六十七度四十八分西経

六十七度十八分 

六十四 西グレアム・ランドのマルグリット
湾内のストニントン島北端にあるＥ

基地  

南緯六十八度十一分西経六

十七度  

六十五 千八百九十五年にヘンリク・ブル率
いるノルウェー捕鯨探検隊によりス

ヴェンド・フォイン島に建てられた

伝言ポスト 

南緯七十一度五十六分西経

百七十一度五分 

六十六 千九百十一年にクリスティン・プラ
ストラッドによりスコット山の北側

の絶壁のふもとに建てられた石塚 

南緯七十七度十一分西経百

五十四度三十二分 

六十七 千九百十一年にグリフィス・テイラ
ーにより建てられたグラニット湾の

ジオロジー岬にある石で作られた小

屋  

南緯七十七度東経百六十二

度三十二分 

六十八 英国南極探検隊によりインエクスプ
レッシブル島のヘルズ・ゲイト・モ

レーンに建てられた補給所 

南緯七十四度五十二分東経

百六十三度五十分 

六十九 千九百二年にロバート・ファルコ
ン・スコット率いる英国南極探検隊

により建てられたクロージア岬にあ

る伝言ポスト 

南緯七十七度二十七分東経

百六十九度十六分 

七十  千九百二年にロバート・ファルコ 南緯七十三度十九分東経百



 

ン・スコットによりコールマン島の

ワーズワース岬に建てられた伝言ポ

スト  

六十九度四十七分 

七十一 千九百十二年にアドルフ・アンドー
レセンにより建てられたデセプショ

ン島にあるホエーラーズ湾捕鯨基地 

南緯六十二度五十九分西経

六十度三十四分 

七十二 クラリウス・ミッケルセン率いるノ
ルウェーのトールスハウン捕鯨船の

一行により建てられたヴェストフォ

ール丘陵のトライン島にある石塚及

び旗竿  

南緯六十八度二十二分東経

七十八度二十四分 

七十三 エレバス山における旅客機墜落事故
により死亡した二百五十七名を記念

して千九百八十七年に建てられたス

テンレス製の十字架 

南緯七十七度二十五分東経

百六十七度二十七分 

七十四 エレファント島の南西の海岸にある
入江の中にある木造の帆船の残骸 

南緯六十一度十四分西経五

十五度二十二分 

七十五 千九百五十六年から千九百五十七年
の英国南極横断探検隊によりロス島

のプラム岬にあるスコット基地内に

建てられた小屋 

南緯七十七度五十一分東経

百六十六度四十六分 

七十六 気象及び火山観測所としてデセプシ
ョン島のペンデュラム入江に建てら

れ噴火により破壊されたペドロ・ア

ギュレ・セルダ基地の遺構 

南緯六十二度五十九分西経

六十度四十分 

七十七 ジョージ五世・ランドのコモンウェ
ルス湾のデニソン岬に建てられたモ

ーソン小屋群及び同岬のボート泊地

の海中にある歴史的遺物 

南緯六十七度東経百四十二

度三十九分 

七十八 千九百九十年に遭難した第九次イン
ド南極観測隊を記念してドロンニン

グ・モード・ランドのフンボルト山

地の同隊遭難地点に建てられた銘板 

南緯七十一度四十五分東経

十一度十二分 

七十九 第一次ドイツ南極探検隊の支援のた
めにビクトリア・ランドのドッケリ

ー山に建てられた小屋 

南緯七十一度十二分東経百

六十四度三十一分 



 

八十  千九百十一年にロアルド・アムンゼ
ン率いるノルウェー南極探検隊によ

って、地理学的南極点に展張された

天幕  

南緯九十度 

八十一 千八百四十年にデュモン・デュルビ
ルが上陸したテール・アデリーの小

島  

南緯六十六度三十六分東経

百四十度四分 

八十二 キング・ジョージ島ファイルズ半島
のフレイ基地、ベリングスハウゼン

基地並びにエスクデロ基地の近くに

ある南極条約の記念碑並びに同条約

への署名及び極地に関する国際年を

記念した銘板 

南緯六十二度十二分東経五

十八度五十七分 

八十三 ルーベ海岸のラルマンドフィヨルド
のデターユ島にあるＷ基地 

南緯六十六度五十二分西経

六十六度三十八分 

八十四 ウィンケ島のドリアン湾のダモイ岬
に建てられた小屋 

南緯六十四度四十九分西経

六十三度三十一分 

八十五 マクマード基地におけるＰＭ―３Ａ
原子炉を記念する銘板 

南緯七十七度五十一分西経

百六十六度四十一分 

八十六 長城基地の第一号棟 南緯六十二度十三分四秒西

経五十八度五十七分四十四

秒  

八十七 ドローニングモードランドのシュー
マッハオアシスにおける最初の常設

ドイツ南極観測基地ジョージフォス

ター跡地 

南緯七十度四十六分三十九

秒東経十一度五十一分三秒 

八十八 クドリョショフ教授の複合掘削施設 南緯七十八度二十八分東経
百六度四十八分 

八十九 千九百十年から千九百十二年にかけ
て行われたテラ・ノヴァ探検におけ

る千九百十二年十二月のエレバス山

調査期間に使用された頂上野営地 

南緯七十七度三十分二十一

秒東経百六十七度十分十三

秒  

九十  千九百十年から千九百十二年にかけ
て行われたテラ・ノヴァ探検におけ

る千九百十二年十二月のエレバス山

調査期間に使用された中腹野営地Ｅ 

南緯七十七度三十分二十一

秒東経百六十七度九分十五

秒  



 

九十一 サウス・シェトランド諸島のリビン
グストン島に建てられたブルガリア

のセントクリメント・オーリドスキ

ー基地のレイム・ドッグ小屋 

南緯六十二度三十八分二十

九秒  
西経六十度二十一分五十三

秒  

九十二 千九百五十九年から二千十年まで南
極地域で使用された雪上重トラクタ

ー「ハリコフチャンカ」 

南緯六十九度二十二分四十

一秒  
東経七十六度二十二分五十

九秒  
 


